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Sun Fire V445 サーバーの設定

この章では、次の項目について説明します。

■ 1 ページの「安全性および適合性に関する情報」
■ 2 ページの「設置作業の計画」
■ 3 ページの「出荷キットの内容」
■ 4 ページの「外部システムの説明」
■ 6 ページの「ラックレールキットの取り付け」
■ 7 ページの「ケーブル管理アームの取り付け」
■ 8 ページの「端末サーバーへの接続」
■ 9 ページの「ログイン」
■ 9 ページの「電源ケーブルの接続」
■ 10 ページの「電源の投入」
■ 10 ページの「プリインストールされたソフトウェアの設定」
■ 13 ページの「電源の切断」

安全性および適合性に関する情報
『Important Safety Information for Sun Hardware Systems』(816-7190) を読んでく
ださい。このマニュアルは、Sun Fire™ V445 サーバーに付属しています。

安全性と適合性に関するさらに詳しい情報については、『Sun Fire V445 Server: 
Important Safety and Compliance Information』(819-3746) で参照できます。このマ
ニュアルおよびその他すべての Sun Fire V445 サーバーのマニュアルは、次の URL 
からオンラインで入手できます。

http://www.sun.com/documentation/
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設置作業の計画
次のチェックリストを手順ツールとして使用すると、Sun Fire V445 サーバーの設置
作業に役立ちます。

注 – このマニュアルを含む最新のマニュアルは、
http://www.sun.com/documentation から入手できます。

表 1 設置手順

手順 作業 参照先

1. サーバーを開梱し、サーバーの機能を確認します。 3 ページの「出荷キットの内
容」。

4 ページの「外部システムの
説明」。

2. DIMM、PCI カード、またはハードドライブなどのオ
プションのコンポーネントがある場合は、これを取
り付けます。

『Sun Fire V445 Server 
Service Manual』(819-3742) 
またはコンポーネントに付
属のマニュアル。

3. サーバーをキャビネットに取り付けます。

ケーブル管理アームを取り付けます。

6 ページの「ラックレール
キットの取り付け」

7 ページの「ケーブル管理
アームの取り付け」

4. サーバーと外部デバイスのケーブルを接続します。  8 ページの「端末サーバー
へのケーブル接続」。

5. サーバーの電源を入れます。 10 ページの「電源の投
入」。

6. Solaris™ ソフトウェアのプロンプトに答えます。 10 ページの「プリインス
トールされたソフトウェア
の設定」。
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出荷キットの内容
次の図に、出荷キットの内容を示します。表示されている部品がすべてそろっている
ことを確認してください。不足している部品がある場合は、ご購入先にお問い合わせ
ください。

図 1 Sun Fire V445 サーバーの出荷キットの内容
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外部システムの説明

図 2 システムの正面

DVD-ROM ドライブUSB ポート (2)

SAS ディスクドライブ (8)コントロールパネル
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図 3 システムの背面

電源装置 (4)
PCI-X カード

PCIe カード

外部ポート システム状態 LED

スロット

スロット
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ラックレールキットの取り付け

図 4 ラックレールキットの取り付け

注 – ラックの取り付け手順については、『Sun Fire V445 Server Installation Guide』
を参照してください。

1 2

3 4

5
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ケーブル管理アームの取り付け

図 5 ケーブル管理アームの取り付け
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端末サーバーへの接続

図 6 端末サーバーへのケーブル接続

シリアル管理ポート

端末サーバー

パッチパネル

Sun Fire V445
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ログイン
● 次のように入力します。

電源ケーブルの接続

図 7 電源ケーブルの接続

注意 – 漏れ電流の増加に注意してください。3.5mA を超える漏れ電流の発生を防ぐ
ため、1 つの分岐回路には最大 2 本の電源コードを接続できます。残りの 2 本の電源
コードは、別の分岐回路に接続してください。

注 – N+2 の冗長性を確保するため、別々の回路を使用してください。特定の手順に
ついては、『Sun Fire V445 Server Installation Guide』を参照してください。

# telnet IP-address-of-terminal-server port-number
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電源の投入
● 次のように入力します。

プリインストールされたソフトウェアの
設定
設定を開始する前に、設定プロンプトに答えるために使用するサイトの固有情報をシ
ステム管理者 (SA) から入手してください。いくつかの情報は、使用しているネット
ワークから取得できる場合があります。SA に確認してください。ネットワークシス
テムの場合は、SolarisTM オペレーティングシステムを設定する前に、表 2 のコピー
を使用して、収集が必要な可能性のある情報を書きとめておいてください。スタンド
アロンシステムの場合は、Solaris オペレーティングシステムを設定する前に、表 3 
のコピーを使用して、収集が必要な可能性のある情報を書きとめておいてください。

sc> poweron
sc> console
ok

表 2 ネットワーク接続された Solaris オペレーティングシステムについて収集する情報

Solaris 10 インストールウィンドウ 説明および注 ユーザー情報

Solaris リリース Solaris 10 HW 6/06 オペレーティングシス
テムのリリースを選択します。

言語およびロケールの選択 サーバーで使用するネイティブ言語および
ロケール。

サーバーのホスト名 サーバーの名前を選択します。

サーバーのホスト IP アドレス この情報は、システム管理者から入手しま
す。

ネームサーバーのホスト名 この情報は、システム管理者から入手しま
す。

ネームサーバーのホスト IP アドレ
ス

この情報は、システム管理者から入手しま
す。
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ネットワーク接続プロトコル:
bge
DHCP
IPv6

ネットワークサーバーまたはスタンドアロ
ンサーバーのプロトコル。この項目は、シ
ステム管理者が記入する必要がある場合が
あります。

注: ネットワーク接続プロンプトに回答する
方法やネットワークから提供される情報に
よっては、サーバーのホスト IP アドレスの
入力を求められることがあります。

Kerberos セキュリティー Kerberos セキュリティーの設定を拒否する
か、または受け入れます。

ネームサービス (種類) 使用するネームサービスを選択します。
NIS+、NIS、DNS、LDAP、または None 
のいずれかです。

注: サーバーがネットワークに接続されてい
ない場合、このウィンドウは表示されませ
ん。

ドメイン名 このサーバーの NIS または NIS+ ドメイン
を選択します。

注: サーバーが NIS または NIS+ サービスを
使用していない場合、このウィンドウは表
示されません。

ネームサーバー/サブネット/サブ
ネットマスク

ネームサーバーを指定するか、サーバーに
ローカルサブネット上でネームサーバーを
検出させます。

注: サーバーがネットワークに接続されてい
ない場合、このウィンドウは表示されませ
ん。

タイムゾーン 地理的な位置、GMT オフセット、またはタ
イムゾーンファイルによって、現地のタイ
ムゾーンを選択します。

表 2 ネットワーク接続された Solaris オペレーティングシステムについて収集する情報 (続き)

Solaris 10 インストールウィンドウ 説明および注 ユーザー情報
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表 3 スタンドアロンの Solaris オペレーティングシステムについて収集する情報

Solaris 10 インストールウィンドウ 説明および注 ユーザー情報

サーバーのホスト名 サーバーの名前を選択します。

言語およびロケールの選択 サーバーで使用するネイティブ言
語およびロケール。

タイムゾーン 地理的な位置、GMT オフセット、
またはタイムゾーンファイルに
よって、現地のタイムゾーンを選
択します。

日付と時間 現在の日付と時間を選択します (ま
たは、デフォルト設定を使用する
か、現在の日付と時間を入力)。

スーパーユーザーとパスワード スーパーユーザーの ID およびパス
ワードを入力します。
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図 8 Solaris オペレーティングシステムの開始画面

電源の切断
● 次のように入力します。

# #.
sc> poweroff
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